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(57)【要約】
【課題】　電力線に発生するノイズによるコントローラ
の誤動作を防止する電動工具を提供する。
【解決手段】　電動工具１は、ハウジング６０に収納さ
れて円盤状の切断刃４１を回転させるモータ４２と、ハ
ウジングに保持される電源５と、電源からモータに電力
を供給する電力線６７と、モータの回転を制御する制御
部４５とを備える。ハウジングは、モータ及び電力線を
収納し、且つ電源を保持する電源保持部を有する第１収
納部６５と、制御部を収納する第２収納部６９とを有し
、第１収納部と第２収納部とは互いに分離されている。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ハウジングに収納されて円盤状の切断刃を回転させるモータと、
　前記ハウジングに保持される電源と、
　前記電源から前記モータに電力を供給する電力線と、
　前記モータの回転を制御する制御部と
を備え、
　前記ハウジングは、
　　前記モータ及び前記電力線を収納し、且つ前記電源を保持する電源保持部を有する第
１収納部と、
　　前記制御部を収納する第２収納部とを有し、
　　前記第１収納部と前記第２収納部とは互いに分離されていることを特徴とする電動工
具。
【請求項２】
　被切断材を載置可能な載置面を有するベースと、
　前記切断刃、前記モータ及び前記ハウジングを有する切断部と、
　前記ベースの一端部より立設して、前記切断部を揺動可能に支持して前記載置面に対し
て近接又は離間させる支持部と
をさらに備え、
　前記モータは、前記切断刃の側面と交差する方向に延びる出力軸を有し、
　前記電源は、前記モータに対して前記載置面とは反対側に位置し、
　前記制御部は、前記モータの前記出力軸に対し前記載置面とは反対側に位置し、且つ前
記第１収納部と前記支持部との間に位置することを特徴とする請求項１に記載の電動工具
。
【請求項３】
　前記支持部は、前記切断部を摺動可能に支持するスライドパイプを有し、
　前記切断部を前記スライドパイプの長手方向と平行な光線で投影したときにできる影領
域内に、前記スライドパイプの影が含まれることを特徴とする請求項２に記載の電動工具
。
【請求項４】
　前記電源は、前記ハウジングへの装着用のガイドレールを有し、
　前記ハウジングは、前記ガイドレールと係合するレール受部を有し、
　前記レール受部の延びる方向は、前記出力軸の長手方向と直交することを特徴とする請
求項３に記載の電動工具。
【請求項５】
　搬送用に前記切断部を前記支持部に対して固定する手段を有し、
　前記切断部が前記手段で固定されているとき、前記ハウジングの前記レール受部の延び
る方向は、前記スライドパイプの長手方向と略直交することを特徴とする請求項４に記載
の電動工具。
【請求項６】
　前記スライドパイプは、長手方向が互いに略平行な対をなすパイプからなり、
　前記ハウジングの前記レール受部の延びる方向は、前記対をなすパイプの各々の中心を
含む面と略平行であることを特徴とする請求項４又は５に記載の電動工具。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば電池を電源として動作する電動工具に関する。
【背景技術】
【０００２】
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　例えば、電池で駆動するコードレスタイプの卓上切断機は、ハウジング内部の配線とし
て、主に、電池からモータに電力を供給する電力線と、モータの動作をコントローラで監
視及び制御するための信号線とを有している。コントローラは、電池からの電力により回
転するモータの状態をセンサで検出し、その出力を信号線を介して受け取り、モータの動
作を制御する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特許第５９２４４９２号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　通常、電池は、モータから離れたハウジングの外周面に装着されるため、電池からモー
タまでの電力線の長さが長くなり、電力線から発生するノイズの影響が無視できないこと
がある。また、ハウジング内の空間が小さいために、電力線と各種信号線とが長い区間に
亘って隣接するように配線されることがある。このため、信号線が電力線から発生するノ
イズを拾うことがあり、このノイズの影響により、コントローラがモータからの信号を誤
認して誤動作することがあった。
【０００５】
　また、電力線から発生するノイズを抑制するために、ハウジング内部の回路に大容量の
コンデンサを設ける必要もあった。
【０００６】
　本発明の目的は、電力線に発生するノイズによるコントローラの誤動作を防止する信頼
性の高い電動工具を提供するものである。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の電動工具は、ハウジングに収納されて円盤状の切断刃を回転させるモータと、
前記ハウジングに保持される電源と、前記電源から前記モータに電力を供給する電力線と
、前記モータの回転を制御する制御部とを備え、前記ハウジングは、前記モータ及び前記
電力線を収納し、且つ前記電源を保持する電源保持部を有する第１収納部と、前記制御部
を収納する第２収納部とを有し、前記第１収納部と前記第２収納部とは互いに分離されて
いる。
【０００８】
　上記構成により、電源とモータとの間の電力線の長さを短くすることができるので、電
力線から発生するノイズの量を低減できる。また、制御部は、電力線を収納する第１収納
部とは分離された第２収納部に収納されていて、電力線がある空間には配置されないので
、電力線から発生したノイズによる影響を小さくできる。よって、制御部の誤動作を防止
できる。また、モータの制御のために制御部とモータとを接続する信号線と電力線とが並
行する長さを短くすることでき、電力線から発生するノイズによる信号線への影響を抑制
できる。
【０００９】
　好ましくは、被切断材を載置可能な載置面を有するベースと、前記切断刃、前記モータ
及び前記ハウジングを有する切断部と、前記ベースの一端部より立設して、前記切断部を
揺動可能に支持して前記載置面に対して近接又は離間させる支持部とをさらに備え、前記
モータは、前記切断刃の側面と交差する方向に延びる出力軸を有し、前記電源は、前記モ
ータに対して前記載置面とは反対側に位置し、前記制御部は、前記モータの前記出力軸に
対し前記載置面とは反対側に位置し、且つ前記第１収納部と前記支持部との間に位置する
。
【００１０】
　上記構成により、電源及び制御部がモータに対しベースの載置面よりも反対側に位置す
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るので、支持部が載置面に対して傾動可能に設けられている場合、電源又は制御部が支持
部の載置面に対する傾動の邪魔にならず、支持部を載置面に対して大きな角度で傾動させ
ることができる。
【００１１】
　好ましくは、前記支持部は、前記切断部を摺動可能に支持するスライドパイプを有し、
前記切断部を前記スライドパイプの長手方向と平行な光線で投影したときにできる影領域
内に、前記スライドパイプの影が含まれる。当該構成により、電池又はハウジングの影領
域内にスライドパイプの影が含まれて、スライドパイプの長手方向と直交する方向にスラ
イドパイプがハウジングから外れて飛び出ることがないので、切断部及び支持部の両者を
コンパクトに構成することができる。
【００１２】
　好ましくは、前記電源は、前記ハウジングへの装着用のガイドレールを有し、前記ハウ
ジングは、前記ガイドレールと係合するレール受部を有し、前記レール受部の延びる方向
は、前記出力軸の長手方向と直交する。通常、電源のガイドレールは、電源の長手方向に
沿って形成されるので、上記構成により、支持部がベースに対して直立するときは、ハウ
ジングの横方向から電源がはみ出すことによる切断部の大型化を抑制することができる。
【００１３】
　好ましくは、搬送用に前記切断部を前記支持部に対して固定する手段を有し、前記切断
部が前記手段で固定されているとき、前記ハウジングの前記レール受部の延びる方向は、
前記スライドパイプの長手方向と略直交する。当該構成により、電源をハウジングに装着
するときにスライドパイプに作用する力は、向きがスライドパイプの長手方向に対し略直
交する方向となって、スライドパイプに沿う方向には殆ど作用しない。故に、電源をハウ
ジングに装着するときに、切断部のスライドパイプに対する摺動を防止することができる
。
【００１４】
　好ましくは、前記スライドパイプは、長手方向が互いに略平行な対をなすパイプからな
り、前記ハウジングの前記レール受部の延びる方向は、前記対をなすパイプの各々の中心
を含む面と略平行である。当該構成により、電源をハウジングに装着する時に対をなすス
ライドパイプに作用する力は、その方向がパイプの中心をとおる面と平行になって、一方
のスライドパイプを他方のスライドパイプを中心として回転させる力にはならない。よっ
て、この力によるスライドパイプの回転などの歪みの発生を抑制することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の電動工具によれば、電力線を短くしてノイズの発生を抑制すると共に、電力線
から発生するノイズに起因するモータの誤動作を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の第１の実施の形態である片傾斜タイプの卓上切断機の側面図。
【図２】図１に示す卓上切断機の正面図。
【図３】図１に示す卓上切断機の線分III－IIIについての断面図。
【図４】図２に示す卓上切断機の線分IV－IVについてのハウジングの断面図。
【図５】本発明の第２の実施の形態である両傾斜タイプの卓上切断機の側面図。
【図６】図５に示す卓上切断機の正面図。
【図７】図５に示す卓上切断機の線分VII－VIIについての縦断面図。
【図８】図５に示す卓上切断機の線分VIII－VIIIについての断面図。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施の形態を説明する。各図面に示される同一又は
同等の構成要素、部材、処理等には同一の符号を付し、重複する説明は適宜省略する。
【００１８】
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　本発明の電動工具としての第１の実施の形態である片傾斜タイプの卓上切断機１を図１
から図４を参照して説明する。図１に示されるように、卓上切断機１は、ベース部２と、
支持部３と、切断部４とから主に構成される。切断部４には円盤状の鋸刃４１が切断刃と
して装着され、切断部４は、ベース部２に対して鋸刃４１の側面に直交する方向に傾動可
能であり、さらに、ベース部２に対して鋸刃４１が近接又は離間する方向に揺動可能に構
成されている。
【００１９】
　ベース部２は、床面等に載置可能なベース２１と、ベース２１上に担持されたターンテ
ーブル２２と、ベース２１に設けられたフェンス２３とから主に構成される。ターンテー
ブル２２の上面は、ベース２１の上面とほぼ面一であり、ターンテーブル２２は、ベース
２１の中心を回動軸として回動可能にベース２１と連結されている。ベース２１及びター
ンテーブル２２の上面は、共に被切断材Ｗが載置される載置面２１Ａを構成する。また、
ターンテーブル２２とベース２１には、切断部４が下降したときに鋸刃４１が進入する図
示せぬ溝部が形成されている。
【００２０】
　フェンス２３は、図２に示されるように対をなし、各々がベース２１の上面とほぼ直交
する押さえ面２３Ａを備える。被切断材Ｗを切断するときには、フェンス２３の押さえ面
２３Ａに被切断材Ｗの一面が当接される。
【００２１】
　ターンテーブル２２の前部には、ターンテーブル２２の回動操作および回動位置固定操
作を行うための操作部２４が設けられている。操作部２４によって、ベース２１の回動軸
を中心にターンテーブル２２を回動させて任意の角度に固定することができる。ターンテ
ーブル２２の後部には、傾動軸２５と、突出部２６とが設けられている。傾動軸２５は、
その中心軸がターンテーブル２２の上面と一致するように前後方向に延びている。突出部
２６は、上方に突出しており、傾動軸２５の中心軸を中心として円弧状に形成された長穴
２６ａ（図２）を有する。
【００２２】
　支持部３は、ターンテーブル２２の後部において上方に立設し、傾動軸２５を中心にし
てターンテーブル２２に対して傾動自在に取り付けられたホルダ３１と、ホルダ３１の上
端部から載置面２１Ａと平行に固定支持された２本のスライドパイプ３２、３３と、スラ
イドパイプ３２、３３に対して摺動自在に設けられるスライダ３４と、スライダ３４に切
断部４を揺動自在に連結する揺動軸３５とを備えている。
【００２３】
　ホルダ３１は、下部が傾動軸２５の周りに回動可能に設けられているため、ターンテー
ブル２２の左右方向に傾動可能である。なお、ターンテーブル２２の後部は、ベース２１
の一端部の一例である。
【００２４】
　ホルダ３１には長穴２６ａと一致する位置に螺合穴３１ａが形成されており、螺合穴３
１ａにはクランプレバー３６が螺合する。具体的には、クランプレバー３６のねじ部が長
穴２６ａを貫通して螺合穴３１ａに螺合する。クランプレバー３６を解除方向に操作する
ことで、クランプレバー３６の突出部２６の面に対する押圧力が解除されるので、ホルダ
３１は傾動軸２５を中心に長穴２６ａの円弧長さ範囲で傾動可能となる。一方、クランプ
レバー３６を固定方向に操作することで、クランプレバー３６から突出部２６の面に対し
押圧力が付与されるので、ホルダ３１は、所望の傾斜角度にて突出部２６に対し固定され
る。これにより、ホルダ３１がターンテーブル２２に対して固定されるので、いわゆる傾
斜切りが可能になる。
【００２５】
　ホルダ３１のベース部２側側面部分には傾斜時の位置決め手段であるストッパ（不図示
）が設けられ、ターンテーブル２２上面にはストッパボルト（不図示）がストッパの移動
軌跡上に位置してねじ止めされている。傾動軸２５を中心としてターンテーブル２２に対
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してホルダ３１を傾斜させると、所定の傾斜角度でストッパがストッパボルトの各々の頭
部に当接し、切断部４の傾動位置が位置決めされる。本実施の形態では、ホルダ３１が載
置面２１Ａに対して垂直方向に直立する状態を傾斜角度０度とし、ホルダの直立状態とす
る。一方のストッパボルトは、ホルダ３１が左方向に０度から４５度の位置に傾斜したと
きに一方のストッパに係合するように設けられている。また、他方のストッパボルトは、
ホルダ３１が０度から右方向に５度の位置に傾斜したときに他方のストッパに係合するよ
うに設けられている。従って、本実施の形態では、左方向４５度から右方向５度までの傾
斜切りが可能である。
【００２６】
　また、スライドパイプ３２、３３のうち、一方のスライドパイプ３２は、ベース２１の
載置面２１Ａに平行且つ鋸刃４１の回転軸心に直交する方向に延びている。他方のスライ
ドパイプ３３は、スライドパイプ３２と平行に延びると共に、ホルダ３１の直立状態では
スライドパイプ３２の下側に位置する。スライドパイプ３２、３３は、互いに略同一の長
さであり、それらの前端部には連結部材３７が取付けられている。スライドパイプ３２、
３３により、切断部４のホルダ３１に対する位置を変えることができ、載置面２１Ａに載
置される被切断材Ｗに対し所望の位置で切断作業を行うことができる。
【００２７】
　切断部４は、鋸刃４１と、鋸刃４１を回転させるモータ４２と、モータ４２と鋸刃４１
との間に設けられる動力伝達機構４３と、モータ４２に電力を供給する電池パック５とを
備える。また、切断部４は、モータ４２および動力伝達機構４３を収納するハウジング６
０を有する。
【００２８】
　ハウジング６０の後端部は、スライダ３４に揺動軸３５を介して連結されている。本実
施の形態において、揺動軸３５は、鋸刃４１の側面と直交する方向に延びる軸である。ハ
ウジング６０は、揺動軸３５を中心にスライダ３４に対し回動自在となり、ベース２１に
対して近接又は離間する方向に揺動自在となる。スライダ３４の揺動軸３５の周囲にはバ
ネ（不図示）が設けられ、バネによって、切断部４は、ベース部２から鋸刃４１が離れる
方向（上方）に揺動するよう付勢されている。従って、ハウジング６０の前方上部に設け
られた操作ハンドル６１に下向きの力を加えない限り、切断部４は揺動軸３５の周囲に設
けられたストッパ機構（不図示）により最も上方に揺動した位置に停止され、この位置に
維持される。本発明では、当該位置を「上死点」と称す。また、操作ハンドル６１には、
モータ４２のオン・オフを切り替えるスイッチ６２が設けられている。
【００２９】
　一方、操作ハンドル６１に下向きの力を加えることによって、切断部４はバネの付勢力
に抗して揺動軸３５を支点に下方に揺動されるので、切断加工を行うことができる。なお
、切断部４を下方に揺動させると、鋸刃４１はターンテーブル２２の溝部に侵入し、所定
量侵入した位置にストッパ機構（不図示）によって停止される。本発明では、当該位置を
「下死点」と称する。従って、図１に示される卓上切断機１は、切断部４が下死点に位置
する。
【００３０】
　図３に示されるように、ハウジング６０は、鋸刃４１の一部外周を覆うソーカバー６３
と、ソーカバー６３に連結されると共に鋸刃４１の回転中心となる鋸刃軸部４４、動力伝
達機構４３及び制御部４５を収納するメインハウジング６４と、メインハウジング６４の
側面に連結されてモータ４２を収納するモータハウジング６５とから構成される。メイン
ハウジング６４には、操作ハンドル６１が一体的に設けられているので、操作ハンドル６
１によってメインハウジング６４を揺動軸３５を中心として揺動させることで、鋸刃４１
のベース２１に向けた移動が可能になる。
【００３１】
　ソーカバー６３内には、ソーカバー６３より突出する鋸刃４１の外周部分を覆う形状を
した鋸カバー６６（図３）が回動可能に設けられている。鋸カバー６６は、切断部４が上
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死点にあるときは、ソーカバー６３より突出する鋸刃４１外周を覆う位置に回動する。一
方、鋸カバー６６は、切断部４が下方に揺動している状態ではリンク機構（不図示）によ
ってソーカバー６３内に収容される。
【００３２】
　メインハウジング６４には、電源としての電池パック５が装着される電池装着部６４Ａ
が設けられ、電池装着部６４Ａからモータ４２に電力線６７が配線されて、モータ４２に
電力が供給される。メインハウジング６４には、操作ハンドル６１とは別に卓上切断機全
体を運搬するための運搬用ハンドル６８が設けられている。電池装着部６４Ａは電源保持
部の一例である。
【００３３】
　モータハウジング６５は、２つの分割片を合わせて一体化させる分割ハウジングからな
り、モータ４２を内部に収納する。モータハウジング６５の長手方向の一端部はメインハ
ウジング６４と連通し、他端部にはモータ４２を冷却するスリット状の風窓６５ａが設け
られている。
【００３４】
　また、モータハウジング６５は、図２に示されるように、メインハウジング６４の側面
に配置されるために、モータハウジング６５及びメインハウジング６４を含むハウジング
６０を摺動可能に支持するスライドパイプ３２、３３は、卓上切断機１を正面から後方に
向けて見たときに、スライドパイプ３２、３３の影は、ハウジング６０の投影領域に含ま
れてハウジング６０より突出しない。従って、スライドパイプ３２、３３を含む切断部４
をコンパクトに構成することができる。
【００３５】
　モータ４２は、出力軸４２Ａに冷却ファン４６が取り付けられると共に動力伝達機構４
３を介して鋸刃軸部４４に連結され、モータ４２の回転に連動して鋸刃４１が回転される
ようになっている。なお、本実施の形態では、動力伝達機構４３はギヤから構成されてい
る。また、モータ４２が回転すると冷却ファン４６が回転されて風窓６５ａを介して冷却
風がモータハウジング６５内に取り込まれ、モータ４２および動力伝達機構４３を冷却す
る。また、モータ４２の動作状態を検出するために、出力軸４２Ａとは反対側の端部近傍
にステータ基板４７が設けられている。ステータ基板４７と制御部４５とは信号線４８に
よって電気的に接続されている。
【００３６】
　電池パック５は、例えば二次電池セルなどの電池セルを複数内部に有し、卓上切断機１
に対応した電力を出力する。電池パック５は、電池ケース５１が直方体形状を有し、電池
装着部６４Ａと対向する略長方形の面が、その長手方向を電池装着部６４Ａへの装着方向
とする装着面となって複数の端子５２を有している。また、装着面には、電池装着部６４
Ａへの装着用に対をなすガイドレール５３が形成されている。
【００３７】
　一方、メインハウジング６４の電池装着部６４Ａには、電池パック５のガイドレール５
３が係合されるレール受部６４Ｂが形成されている。電池パック５のガイドレール５３が
レール受部６４Ｂに係合して電池装着部６４Ａへの装着が完了すると、電池パック５の端
子５２と、メインハウジング６４の対応する端子部とが電気的に接続されて、電池パック
５からモータ４２への電力供給が可能になる。
【００３８】
　次に、ハウジング６０に対する電池パック５、モータ４２及び制御部４５の位置関係に
ついて図３及び図４を参照して説明する。以下の記載において、上下、左右又は前後の向
きは、切断部４が下死点にあることを前提とする。
【００３９】
　図３及び図４に示されるように、ハウジング６０において、モータハウジング６５はメ
インハウジング６４の下方右側に位置するようにメインハウジング６４に対して取り付け
られる。また、モータ４２は、モータハウジング６５内において、出力軸４２Ａが図３に
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示されるように鋸刃４１の側面側に対向し且つ鋸刃４１の側面と直交するように収納され
る。モータ４２の他端部近傍にはステータ基板４７が位置して、モータ４２の一部を構成
している。
【００４０】
　本実施の形態おいて、モータハウジング６５をメインハウジング６４の下方に配置する
理由は、切断部４をベース２１に対し傾動させたときに邪魔となる部品を排除して、切断
部４の傾動角度範囲を広くとり、傾斜切りに対する自由度を増やすためである。すなわち
、モータハウジング６５の下方に別部品を設けない構成とすることで切断性能を確保して
いる。図４にいいて、モータ４２の出力軸４２Ａを面内に含むと共に、切断部４が下死点
にあるときに載置面２１Ａと平行になる面をＬ１で示す。
【００４１】
　電池パック５は、メインハウジング６４において、モータハウジング６５の上側に取り
付けられる。従って、電池パック５は、モータ４２、すなわち面Ｌ１に対し載置面２１Ａ
とは反対側に位置する。このため、電池装着部６４Ａは、ハウジング６０においてモータ
ハウジング６５の上部に位置する。さらに、モータハウジング６５内には、図３に示され
るように、電池装着部６４Ａの端子からステータ基板４７まで延びる電力線６７が配線さ
れる。さらに、電池装着部６４Ａの端子とスイッチ６２とを結ぶ配線７０も設けられ、ス
イッチ６２を操作することによって、電池パック５からステータ基板４７を介してモータ
４２への給電が開始されるようになっている。なお、モータハウジング６５は、ハウジン
グ６０の第１収納部の一例である。
【００４２】
　制御部４５は、メインハウジング６４内に、面Ｌ１よりも上方且つモータ４２の後方に
区画される制御部収納部６９に配置される。信号線４８は、制御部４５から、制御部収納
部６９を経由して、ステータ基板４７に向けて配線される。制御部収納部６９は、第２収
納部の一例である。
【００４３】
　制御部収納部６９は、メインハウジング６４の後部に設けられ、一方、モータハウジン
グ６５は、メインハウジングの下方右側に位置することから、制御部収納部６９とモータ
ハウジング６５とは、空間的に互いに分離されている。
【００４４】
　上記構成により、モータハウジング６５に隣接するように電池パック５がメインハウジ
ング６４に装着されるので、電池パック５とモータ４２とを接続する電力線６７の長さそ
のものを短くすることができる。すなわち、モータ４２を収容するモータハウジング６５
に電池装着部６４Ａを設けることで、電池パック５とモータ４２を近接して配置すること
ができ、電力線６７を短くすることができる。このように、比較的大電流が流れる電力線
６７の長さが短いので、電力線６７から発生するノイズの絶対量を低減することができる
。なお、卓上切断機１は、全体として大型な工具であるものの、モータ４２の制御に関係
する電気部品を切断部４のモータ４２周辺に密集させる必要があり、電力線６７から他部
品へのノイズの影響が大きくなりやすい。このため、卓上切断機１は、電力線６７から発
生するノイズを低減させることが特に有効な電動工具である。また、電源は、電池パック
５に限定されず、交流電源を入力する電源コードでもよい。
【００４５】
　また、モータハウジング６５は、メインハウジング６４の下方右側に取り付けられ、制
御部収納部６９はメインハウジング６４の内部後方に位置するために、モータハウジング
６５内に配線される電力線６７と、制御部収納部６９に配線される信号線４８とは、それ
ぞれモータハウジング６５または制御部収納部６９から出たときにメインハウジング６４
内を互いに近接して並走することが殆ど無い。このため、電力線６７から発生するノイズ
に起因して信号線４８を流れる信号への干渉を抑制することができる。従って、信号線４
８に対するノイズの影響を低減し、信号線４８からの出力に基づいて動作する制御部４５
の誤動作を抑制することができる。
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【００４６】
　さらに、モータ４２の上方に電池パック５を配置し、モータ４２の後方に制御部４５を
配置したことにより、電池パック５からモータ４２に延びる電力線６７を主に上下方向に
延びるように配置することができるとともに、制御部４５からモータ４２に延びる信号線
４８を主に前後方向に延びるように配置することが可能となる。このような配置によって
、電力線６７と信号線４８が並んで延びる領域、いわゆる、電力線６７と信号線４８との
並走領域を少なくすることができ、電力線６７の信号線４８に対するノイズの影響を抑制
することができる。
【００４７】
　さらに、電力線６７及び信号線４８は、どちらもステータ基板４７に電気的に接続され
るが、ステータ基板４７から配線が出た直後に、電力線６７は電池装着部６４Ａに向けて
上方に配線が延び、一方、信号線４８は制御部４５に向けて横方向に配線が延びるため、
電力線６７と信号線４８との並走区間を短くでき、電力線６７のノイズによる信号線４８
への干渉を抑制できる。
【００４８】
　なお、電池パック５からモータ４２に流れる電流の変動を抑制するために、モータ４２
への電力供給回路にコンデンサを設けることもできる。
【００４９】
　また、電池パック５の装着方向と、モータ４２の出力軸４２Ａとの長手方向とが略直交
するので、モータハウジング６５の左右方向の両端部から電池ケース５１がはみ出すこと
を防止することができる。従って、電池パック５が装着されたハウジング６０の大型化を
防止して、切断部４をコンパクトにすることができる。
【００５０】
　さらに、切断部４が下死点にあるときに、電池パック５のメインハウジング６４に対す
る装着方向は、略鉛直方向となる。この装着方向は、スライドパイプ３２、３３の長手方
向と略直交する方向であるため、電池パック５のメインハウジング６４に対する装着また
は着脱時の切断部４のスライドパイプ３２、３３に対するスライドを抑制する。すなわち
、電池パック５のハウジング６０に対する着脱時において不意に切断部４がスライドして
しまうことを抑制できる。
【００５１】
　また、電池パック５の装着方向は、２本のスライドパイプ３２、３３を含む面と平行に
なるので、電池パック５の装着又は着脱時に、一方のスライドパイプ３３に対する他方の
スライドパイプ３２の回転を抑制する。従って、２本のスライドパイプの平行度が狂って
しまうのを抑制し、切断時の精度低下を抑制することができる。
【００５２】
　次に、本発明の電動工具としての第２の実施の形態である両傾斜タイプの卓上切断機１
００を図５から図８を参照して説明する。以下の説明において、第１の実施の形態である
片傾斜タイプの卓上切断機１を構成する部品と同一又は同等の部品には、同一の符号を付
し、重複する説明は適宜省略する。
【００５３】
　図５に示される卓上切断機１００は、右方向又は左方向のどちらにも傾斜切りが可能で
ある。従って、ホルダ３１の傾動位置を固定支持するための位置決め手段を構成する一方
のストッパボルトは、ホルダ３１が左方向に０度から４５度の位置に傾斜したときに一方
のストッパに係合するように設けられている。また、他方のストッパボルトは、ホルダ３
１が０度から右方向に４５度の位置に傾斜したときに他方のストッパに係合するように設
けられている。従って、本実施の形態では、左方向４５度から右方向４５度までの傾斜切
りが可能である。
【００５４】
　切断部１０４は、鋸刃１４１と、鋸刃１４１を回転させるモータ１４２と、モータ１４
２と鋸刃１４１との間に設けられるベルト駆動機構１４３と、モータ１４２に電力を供給
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する電池パック１０５とを備える。また、切断部１０４は、モータ１４２およびベルト駆
動機構を収納するハウジング１６０を有する。
【００５５】
　切断部１０４のハウジング１６０は、鋸刃１４１の一部外周を覆うと共に鋸刃１４１の
回転中心となる鋸刃軸部１４４、ベルト駆動機構１４３及び制御部１４５を収納するメイ
ンハウジング１６４と、メインハウジング１６４に連結されると共にモータ１４２を収納
するモータハウジング１６５とから構成される。図５及び図７に示されるように、切断部
１０４が下死点にあるときに、モータハウジング１６５は、メインハウジング１６４の上
方側に配置される。モータハウジング１６５内で、モータ１４２は出力軸１４２Ａが左右
方向と平行になるように配置される。
【００５６】
　メインハウジング１６４の上部前方には、電源としての電池パック１０５が装着される
電池装着部１６４Ａが設けられ、電池装着部１６４Ａからモータ１４２に電力線１６７が
配線されて、モータ１４２に電力が供給される。
【００５７】
　モータハウジング１６５は、２つの分割片を合わせて一体化させる分割ハウジングから
なり、モータ１４２を内部に収納する。モータハウジング１６５の長手方向の一端部はメ
インハウジング１６４と連通し、他端部にはモータ１４２を冷却するスリット状の風窓１
６５ａが設けられている。
【００５８】
　モータ１４２は、出力軸１４２Ａに冷却ファン１４６が取り付けられると共にベルト駆
動機構１４３を介して鋸刃軸部１４４に連結され、モータ１４２の回転に連動して鋸刃１
４１が回転されるようになっている。また、モータ１４２が回転すると冷却ファン１４６
が回転されて風窓１６５ａを介して冷却風がモータハウジング１６５内に取り込まれ、モ
ータ１４２およびベルト駆動機構１４３を冷却する。また、モータ１４２の動作状態を検
出するために、出力軸１４２Ａとは反対側の端部近傍にステータ基板１４７が設けられて
いる。
【００５９】
　電池パック１０５は、例えば二次電池セルなどの電池セルの複数を有し、卓上切断機１
００に対応した電力を出力する。電池パック１０５は、電池ケース１５１が直方体形状を
有し、電池装着部１６４Ａと対向する略長方形の面が、その長手方法を電池装着部１６４
Ａへの装着方向とする装着面となって複数の端子１５２を有している。また、装着面には
、電池装着部１６４Ａへの装着用に対をなすガイドレール１５３が形成されている。
【００６０】
　一方、メインハウジング１６４の電池装着部１６４Ａには、電池パック１０５のガイド
レール１５３が係合されるレール受部１６４Ｂが形成されている。電池パック１０５のガ
イドレール１５３がレール受部１６４Ｂに係合して電池装着部１６４Ａへの装着が完了す
ると、電池パック１０５の端子１５２と、メインハウジング１６４の対応する端子部とが
電気的に接続されて、電池パック１０５からモータ１４２への電力供給が可能になる。
【００６１】
　次に、ハウジング１６０における電池パック１０５、モータ１４２及び制御部１４５の
位置関係について図７を参照して以下に説明する。以下の記載において、上下、左右又は
前後の向きは、切断部が下死点にあることを前提に説明する。
【００６２】
　図７に示されるように、ハウジング１６０において、モータハウジング１６５はメイン
ハウジング１６４の上方に位置するようにメインハウジング１６４に対して取り付けられ
る。また、モータ１４２は、モータハウジング１６５内において、一端部に設けられた出
力軸１４２Ａが鋸刃１４１の側面と直交するように収納される。モータ１４２の他端部近
傍には図８に示されるようにステータ基板１４７が取り付けられて、モータ１４２の一部
を構成している。
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【００６３】
　モータハウジング１６５をメインハウジング１６４の上方に配置する理由は、切断部１
０４をベース２１に対し傾動させたときに邪魔となる部品を排除して、ベース２１の左右
の両方向に対して広い角度範囲に亘りホルダ３１を傾斜させた傾斜切りを可能とするため
である。
【００６４】
　電池パック１０５は、メインハウジング１６４に対し、モータハウジング１６５の前側
に取り付けられる。このため、電池装着部１６４Ａは、ハウジング１６０においてモータ
ハウジング１６５の前面に設けられる。さらに、モータハウジング１６５内には、図８に
示されるように、電池装着部１６４Ａの端子からステータ基板１４７まで延びる電力線１
６７が配線されている。さらに、電池装着部１６４Ａの端子とスイッチ６２とを結ぶ配線
も１７０設けられ、スイッチ６２を操作することによって、モータ１４２への給電が開始
されるようになっている。なお、モータハウジング１６５は、ハウジング１６０の第１収
納部の一例である。
【００６５】
　制御部１４５は、メインハウジング１６４内に、モータハウジング１６５の下方に仮想
的に区画される制御部収納部１６９に配置される。信号線１４８は、制御部１４５から、
ステータ基板１４７に向けて配設される。制御部収納部１６９は、第２収納部の一例であ
る。
【００６６】
　制御部収納部１６９は、メインハウジング１６４の後部に設けられ、一方、モータハウ
ジング１６５は、メインハウジング１６４の下方右側に装着されることから、制御部収納
部１６９とモータハウジング１６５とは、互いに分離されている。
【００６７】
　上記構成により、モータハウジング１６５に隣接して電池パック１０５が装着されるの
で、電池パック１０５とモータ１４２とを接続する電力線１６７の長さそのものを短くす
ることができる。比較的大電流が流れる電力線１６７の長さが短いので、電力線１６７か
ら発生するノイズの絶対量を低減することができる。
【００６８】
　また、モータハウジング１６５は、メインハウジング１６４の上部に位置し、制御部収
納部１６９はメインハウジング１６４の内部後方に位置するために、モータハウジング１
６５内に配線される電力線１６７と、制御部収納部１６９に配線される信号線１４８とは
、それぞれモータハウジング１６５または制御部収納部１６９から出たときに互いに近接
してメインハウジング１６４内を並走する長さが殆ど無い。このため、電力線１６７から
発生するノイズに起因して信号線１４８を流れる信号への干渉を抑制することができる。
従って、信号線１４８からの出力にノイズが載らないため、信号線１４８からの出力に基
づいて動作する制御部１４５の誤動作を防ぐことができる。
【００６９】
　さらに、電力線１６７及び信号線１４８は、どちらもステータ基板１４７に接続される
が、ステータ基板１４７から配線が出た直後に、電力線１６７は電池装着部１６４Ａに向
けて上方に配線が延び、一方、信号線１４８は制御部１４５に向けて横方向に配線が延び
るため、電力線１６７と信号線１４８との並走区間を短くでき、電力線１６７のノイズに
よる信号線１４８への干渉を抑制できる。
【符号の説明】
【００７０】
　　１　卓上切断機、　５　電源、　４１　切断刃、　４２　モータ、　４５　制御部、
　６０　ハウジング、　６５　モータハウジング、　６７　電力線、　６９　制御部収納
部
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